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1. 家庭 とはなにか， とい う問題をつ きつ めて行 くた

めに，家族が どの くらい共 通の時 間を 持ってい るかを 調

査する。

2. 短大学生150 名に対しアン ケート用紙を 配布，平

日お よび休 日の各１ 日ずつについて，家族全 員の生活時

間の記録を求 めた。

3. 近代社会の特 徴として，多 く職場 を 家 庭 外 に 持

ち，子女も学 校へ通い （し かもそ の

族間の時間の重なりは小 さい

が行 なわれてい るが そ

在宅時間 内において も各人の志向 するところ が異 なり

“共 通の時 間”は極めてわずかである。

休 日においても一家そろ っての共遊び とい う傾向 を認

めら れなか った。
以上 の結果 から，実庭 の本質・ 機能 とい う面におい て

再考を 要するので はない かと思われる。


